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論文内容の要旨

本論文は，伝統的な技法によって手仕事で生産されている屋根材であるこけら板に関して，生

産・施工現場での知見を共有することを目的として，その評価・選定に関して学術的にアプロー

チする研究を実施した．

まず第１章において，こけら葺の歴史的変遷を通観した上で，こけら板の生産に適した木

材が枯渇傾向にあることなどを背景に，今後はさらに選択の幅を広げて原木を調達せざるを

得ない現状を記述した．また，本論文の目的および構成について記述した．

第 2章においては，葺師（屋根施工職人）の発話を分析し，着眼点や評価基準の存在を明らか

にした．この結果，スギという樹種を考慮に入れた上で，望ましいこけら板の形や材色を提案し

た．実験として葺師を対象に半構造化インタビューを行ったところ，こけら板を呈示して得られ

た発話に関して，テキストマイニングの手法で，622 の意味単位を抽出した上で，これらを 18 の

カテゴリーに集約した．さらに，葺師の着眼点は，こけら板の「形」と「材色」に分類され，「形」

への注目度が比較的高いことを示した．さらに，この傾向は横断的に確認できることに加えて，

葺師はスギという樹種の特性を考慮して理想的な板幅を提案していると推察できる結果を示した．

第 3章においては，こけら板の材色，曲げ強度，年輪数に着目し，こけら板生産者および施工

に従事する葺師を被験者として，こけら板の印象評価実験 (SD 法，順位法)を実施した．また，得

られた評価値をもとに因子分析および重回帰分析を行ったところ，良いこけら板，および出荷や

施工に値するこけら板としての評価基準には，曲げ強度の寄与が比較的小さく，特定の色彩と年

輪数の寄与が大きいことが分かった．これによって，測色値と年輪数という物理的指標で，こけ

ら板の選定を定量的に行える可能性を示した．

第 4 章においては，測色値と機械強度との相関を検討し，職人の経験則の妥当性を検証した．

第 3 章で行った「縦方向の曲げ試験」では，晩材が強度を担う形となり，その影響が反映したた

めと考えられる課題があったため，本章では新たに低強度の早材の効果が支配的となり易い「横

方向の曲げ試験」を行った．この結果，色彩と曲げ強度との高い相関性を確認できた．加えて，

色彩と曲げ強度との相関性の高さは，形式の異なる測色機器においても同様に認められることを
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示した．

第 5 章の結論においては，こけら板の評価基準の解明に向けて，高品質なスギこけら板を選

定・施工する上での基礎資料を提示するため，第 2 章から第 4 章で得られた知見をまとめて論じ

た結果を示した．

論文審査の結果の要旨

本博士論文は，伝統的な技法によって手仕事で生産されている屋根材であるこけら板に関して，

生産・施工現場での知見を共有することを目的として，その評価・選定に関して学術的にアプロ

ーチする研究を実施した．

この論文においては，まず目的および構成について記した．その上で，葺師の発話を分析し，

着眼点や評価基準の存在を明らかにした．実験として葺師を対象に半構造化インタビューを行っ

たところ，発話に関して，622 の意味単位を抽出した上で，これらを 18 のカテゴリーに集約した．

さらに，葺師の着眼点は，こけら板の「形」と「材色」に分類され，「形」への注目度が比較的高

いことを示した．また，こけら板の材色，曲げ強度，年輪数に着目し，こけら板生産者および施

工に従事する葺師を被験者として，こけら板の印象評価実験( SD 法，順位法)を実施した．これに

よって，測色値と年輪数という物理的指標で，こけら板の選定を定量的に行える可能性を示した．

さらに，測色値と機械強度との相関を検討し，職人の経験則の妥当性を検証した．この結果，色

彩と曲げ強度との高い相関性を確認できた．さらに結論の章においては，本論文で得られた知見

をまとめた．

本論文の基礎となっている学術論文は，レフェリー制度の確立した雑誌に掲載された，次に示

す申請者を筆頭著者とする学術論文 2 報と，参考論文 2 報である．また，いずれの論文において

も，二重投稿等の研究者倫理に反することがないことを確認している．
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以上の結果より，本論文の内容は新規性と独創性，さらに学術的な意義があり，博士論文として

の水準に到達していると審査員全員が認めた．


